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悪
い
鬼
は

出
て
行
け
藤
田
保
育
所

藤田 保育 所で は２月３日 の 節分 に、 豆

ま きを し ま し た 。 紙芝 居 によ り 鬼 を 追

い出 すお 話を 聞い た後 、２月お 誕生日 の

Ｂ人が 代表 して 裃（ かみし も）を 身 にま

とい 、 みん な の 心 に住 み つく 、い じ わ

る 鬼 や 泣き 虫 鬼を お い だ し ま した 。 そ

の 後 、出 て き た 赤 鬼 、白 鬼 を 園児 た ち

はいっせい に豆を ぶつけ て退治しました。

鬼 を 退治 し た 子ど も た ち は 、ま た 一

歩 大きくなり ま した。 暦の上 では立 春、

舂 がそこ まで来 てい ます 。
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N0.2

村合併
未来をいつしょに考えましょう

先
月
号
に
お
い
て
国
の
考
え
る
合
併

の
必
要

性
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
し

た
。
今
月
号
で
は
、
合
併
を
考
え
る
な

か
で
大
き
な
衝
撃
と
な
っ
て
い
る
、
地

方
制
度
調
査
会
の
い
わ
ゆ
る
「
西
尾
私

案
」
と
自
民
党
地
方
行
政
調
査
会
の
中

間
報
告
の
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。

い
ず
れ
も
、
強
力
な
合
併
推
進
策
を

盛
り
込
み
、
平
成
十
七
年
三
月
の
合
併
特
例
法
の
期
限
以
降
は
、

小

規
模
自
治
体
（
概
ね
人
口
一
万
人
以
下

）
に
つ
い
て
は
、
強
制

合
併
や
権
限
縮
小
と
い
っ
た
方
策
が
示
さ
れ
て
お
り
、
全
国
町
村

会
を
は
じ
め
各
市
町
村
で
は
合
併
は
強
制
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、

あ
く
ま
で
も
自
ら
が
自
主
的
、
主
体
的
な
判
断
に
よ
る
べ
き
も
の

と
強
く
反
論
し
て
い
ま
す
。

合
併
へ
強
力
な
促
進

小
規
模
自
治
体
は
強
制
合
併

市

町
村

合
併

に

つ

い
て

、

首

相
の

諮
問

機
関

で

あ
る
地

方

制

度
調

査
会

の
専

門

小
委
員

会

に

お

い
て

。
西
尾

勝

副
会

長

が
「
今

後
の

基
礎

的
自

治

体
の

あ
り

方

に
つ

い
て

」

と
し

て
私

案
を

提

出
し

ま
し

た
。

い
わ
ゆ

る
西

尾

私
案

で
す

。
こ

れ

に
連
助

す

る

形
で

自

由
民

主
党
地

方
行

政

調

査
会

の

「
地

方
自

治
に
関

す

る

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

チ

ー
ム

」
も

同

様
の

小

規
模

巾
町

村
解

消
の

中

間
報

告

を
打

ち
出

し
ま

し
た

。

こ

れ

ら
の

概
要

は
下

表
の

と

地方制度調査会の考え方〈西尾私案〉

今後の｢ 基礎的自 治体｣のあり方について( 概要)

[平成14年11月]

基礎的自治体 自治体経営の単位（行財政基

盤を有し、行政主体としての性格を有する自治

体）
①｢ 自 己 決定 、自己 責任｣ という 地方分権の

理念を 実行でき るこ と。

②　 極力 、住民 サービスを自 己財 源により充

実さ せていく ため規模は 大きくなる ことが

望ましい 。

③　 規 模、能力 に応じて 事務や権限 を可能な

限り 移譲

(福祉､教 育､ま ちづくり など､ 市が 現在処 理

し ている 程度の 事務は､ 原則とし て基礎的目

治体で処理できるよ うな 体制を 構築が必要)

小規模自治体 平成17年３月の合併特例法の

期限まで再編（合併）さ れなかった、例えば１
万人未満の町村（強力に合併を推進し、それで

も合併できなかった市町村については例外的な
取扱を考える）

①　 現 在、市町 村が義務づけ られてい る事務

の全 部又は一 部を義務づけ ず、県 や再編さ

れた 基礎的自 治体に移 行する （住民票交付

等窓口 業務に 限定し大 半の業務を 県などに

移 す）

②　 組 織や職員 等につい ては極力 簡素 化（例、

議員の無給､助役や教育委員会等を置かない）

③　 他の 基礎的団 体に編 入（強制合 併）

④　 地 方交付税の 縮小

自由民主党総務部会の考え方
市町村合併の強力な促進について(概要)

[平成14年12月]

地方自治に関する検 討プロジェクトチーム(中間報告〉

基礎的自治体 一地方目 治の 基盤を 形成する 団

体（行財政基盤を強化するための合併による規

模能力の強化が必要）

①　現行の合併特例法は平成17年３月の失効

後は延長しない。

②　市の人口要件を緩和（５万人－３万人）

期限を平成17年３月へ延長し、他の連たん

等の要件を不要に

③　合併のため市町村長相互の調整の強化、

合併協議会設置勧告を知事に要請

④　合併した市町村には権限等のさらなる移

譲を知事に要請

小規模自治体 平成17年３月の合併特例法の

期限までに合併されなかった（例えば人口１万

人未満の小規模町村）については、法定事務を

縮減しその事務を県や周辺市町村が実施するこ

とを検討

①　組織は極力簡素化を図り議会や行政委員

会制度のあり方も含め幅広く検討。

②　地方交付税の縮小を検討。



市町
地域の将来、国見町の

全国町村会の考え （概要），

全国町村会では、地方制度調査会（西尾私案）や

自由民主党総務部会から出さ れた市町村合併の方

策に強く反論しています。

基礎的自治体論について
①市町村を人口一定規模以上の基礎的目治体に強

制的に集約していくという考え方は｡ 地方分権改

革の「自己決定、自己責任」の理念や、分権型社

会の橘築に重要な個性の発揮の理念を放棄して

いる。

②強制的な手法によって基 礎的自治体を人口 によ

って一定規模以上に再編成していくという考え

方は無理がある。また、これまで工夫と連携によ

って運営してきた実情を評価せす､ 明確な根拠無

く小規模なものは能力がないと決めつけること

は納得できない。

③経済効率･ 規模の拡大にのみ視点を置いた数合わ

せの自治体づくりは､ 分権の担い手となりえない、

④必要不可欠な公共サービスは､ 住民に身近な自治

体で実施すべきであり、これは自治体の規模、財

政の裕･ 不裕を問わず、自治体共通の責務である。

すべての 市町村は基礎的目治体として位置づけ

られるべきである。

強制的合併手法について
①市町村合併は関係市町村の自主的な判断を 尊重

することが基本であり、財政効率･ 経済効率を優

先さ せた強制的なものであってはならない｡

②強制合併や権限の制限･ 縮小等は、地方自 治の本

旨にそぐわない｡ 国が一方的に義務づけることは、

まさしく自治の否定そのものに他ならない。

基礎的自治体に再編成されなかった
自治体について

①地域にかかわることは､ 身近な行政主体である市

町村が行うべきであり、県や他の市町村が行うこ

とは、住民の声による施策が展開できなくなる。

また、地方分権の流れに逆行するもので、行政改

革の理念にも反する。

②人口一定規模未満の自治体を､ その意向を無視し

て、他の基礎的自治体の内部団体に自動的･ 強制

的に編入することなど到底容認できない。

｢財政効率､経済効率､規模の論理を優先するこ

とで貢かれており､地方自治･地方分権の理念に

照らしても問題があるばかりでなく､総じていえ

ば､人口規模の少ない町村を切り捨てるという横

暴極まわりなき論旨であり､絶対容認できない｡｣

お
り

で
す

が

、
一

定
の

規
模

・

能
力

を
持

つ
「
基

礎
的

自

治
体
」

の
体

制
整

備

が
必

要
で

あ
る

と

し
、

合
併

と
は

こ

の
基

礎
的

自

治
体

を

つ
く

る
た

め
の

手
段

で

あ
る

と
し

て

い
ま

す
。

合

併
特

例
法

の

期
限

（
平

成

十
七

年
三

月

）
ま

で
合

併
を

強

力

に
進
め

る

一
方

、

期
限
後

に

も
合

併
せ

ず

に
残

る
小

規
模

自

治
体
（
概
ね

人

口
一
万

人
以

下

）

に

つ

い
て

は

。
強

制
合

併

さ
せ

る

か
、

権
限

を
大

幅

に
縮
小

し

て
窓

ロ

サ
ー

ビ
ス

な

ど
一
部

の

事
務
に
と
ど
め
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

切
り
捨
て
る
な
小
規
模
町
村

全
国
町
村
会

こ
れ
ら
の
助
向
を
う
け
、
全

国
町
村
会
で
は
、
あ
く
ま
で
も

関
係
町
村
の
自
主
的
な
判
断
を

尊
重
す
る
こ
と
が
何
よ
り
も
重

要
で
あ
る
と
し
、
左
の
よ

う
な

声
明
を
出
し
て
い
ま
す
。
人
口

の
少
な
い
町
村
を
切
り
捨
て
、

強
制
的
な
手
法
に
よ
っ
て
、
一

定
規
模
以
上
に
再

編
し
よ

う
と

す
る
こ
と
に
は
無
理
が
あ
り
、

到
底
容
認
で
き
な
い
と
強
く
抗

議
し
て
い
ま
す
。

最
近

の
新

聞

な
ど

で
は

、
最

終

答
申

は
強

制

編
入
や

極

端
な

権

限
縮

小
は

盛

り
込

ま
な

い
と

報

道

さ
れ
て

い
ま
す

が
、

人
口

減

や
高

齢
化

、

財
政

の
悪

化
な

ど

で
苦

境

に
立

た
さ

れ
て

い

る

小

規
模

自

治
体

に
と

っ
て

、
こ

れ

ら
は

重

く
の

し
か

か
っ

て

い

る

こ

と
は
Ｉｇ

う
ま
で

も
あ

り
ま

せ

ん
。

伊
達
九
町
で

合
併
問
題
協
議
会
を
設
置

伊
達
郡

九
町
の
町
艮

と
議
会
議

長
に
よ
る
「
広
城
行
政
に
関
す
る
意

見
交
歓
会
」
が
二
月
三
日
開
催
さ
れ
、

合
併

に
つ
い
て
愉
報
や
意
見
を
交

換
す
る
「
伊
達
地
方
合
併
問
題
協
議

会

」
の
設
置
を
決
定
し
ま
し
た
。
こ

れ
ま
で
の
伊
達
地
方
広
城
行
政
調

査
会
を
允
展
さ
せ

る
も
の
で
、
法

定
・
任
意
の
合
併
協
議
会
と
は
違
っ

て
合
併
を
前
提
と
し
た
も
の
で
あ

り
ま
せ
ん
が
、
今
後
。
合
併
を
主
題

と
し
た
意
見
・
情
報
交
換
が
進
め
ら

れ
ま
す
。



長 崎

大 分

福 島

三県国見町
サミット

左
か
ら
金
山
尚
學
大
分
県
国
見
町
長
、
冨
永
武
夫

町
長
、
渡
邊
秀
孝
長
崎
県
国
見
町
長

艮

崎

県
・
人

分

県

・
福
鳥

県

．．
．
県
閥
見

町

の
町

艮

及
び
議

会

議
長

が

．
堂

に
会

す

「
三

県
国

見
町

サ
ミ

ッ

ト
」

が

こ
月
じ

囗

福
岡

巾
に

お
い
て

洲
催

さ

れ
ま

し

た
．

会
談
で

は

、
こ

れ

ま
で

進
め

て

き
た
交

流

の
な

か

で
、

特
に

中

学
生

の
ホ

ー
ム

ス
テ

イ
は

思

い
出
に

残

る
人
き

な

成
果

と
報

告

さ
れ

ま
し

た
．

物

的
交

流
に

つ

い
て

は
輸

送
コ

ス

ト
の

課
題

が

あ
る

も
の

の
相

応

の
成

果

が

あ

り
継

続
す

ぺ
き

と

の
結

論
と

な

り
ま
し

た
．

巾
町

村
合

併

が
謡

題
と

な

り
、

長

崎

・
人
分

両
町

で

は
す

で

に

合

併
協

議
会

が
段

置

さ
れ

合
併

の

準
術

が

進
め
ら

れ
て

い
る

も

の

の

、
多

く
の

課
題

が
残

さ

れ

て

い
る
こ

と
、

さ
ら

に

「
国
見

町

」

の
町

名
存

続

に
つ

い
て

は
、

他

町

の
関

係
か

ら
、

非

常
に

難

し

い
の
と

の
状

況

が
報
告

さ

れ

ま
し

た
．

こ

の
よ

う
な

な

か
で

、
今

後

の

交

流

に

つ

い

て

は
、
「
国

見

町
」

と

い
う
町

名

が
存

続
す

る

限
り

交
流

を

続
け

る
こ

と
を
一
こ

町

．
致
で

確

認
し

、
特

に
平

成

卜

斤
年
度

の
人

的

交
流

で
は

、

．
气
町

議
会

議

貝
が

一
堂

に
会

し

交
流

す

る
研

修
会

の
開

催
や

、

．
‘．町

の
中

学

生
が

集

う

「
ｆ

ど

も
サ

ミ
ッ

ト

」
の

取
り

紅
み

な

ど

、
こ

れ
ま

で
二

町
間

で
行

き

来
中

心
の

も

の
を

、
三

町
が

一

堂

に
会
す

る

交
流

が
提

起
さ

れ

ま
し
た
。

サ
ミ
ッ
ト
は
唹
成
十
一
年
十

月
以

来
二
回
目
の
開
催
で
、
当

町
よ
り
、
冨
永
武
夫
町
災
、
佐

藤
忠
美
議
会
議
長
が
出
席
、
総

務
課
長
が
同
行
し
ま
し
た
。

農
政
懇
談
会

農

業
施

策

に
つ

い
て

の
意

見

を
聴

く
ａ

政

懇
談

会
は

、
一

月

九
日

間
催

さ

れ
、

十
一
。
団
体

か

ら
三

卜

八
名

が
出

席
し
ま

し

た
。

町

農
業

の
現

状

や
ぬ

業
施

策

の
概

要

が
報
告

さ

れ
た

後
、

懇

談

で
は

、

将
来

の
農

業
を

艇
望

し

、
集

団
転

作

の
収

り
組

み
や

認

定
農

業
者

支
援

．
ａ

地

の
集

積

等
に

つ

い
て
意

見

が
出

さ

れ

ま

し
た

。

厳
し

い

財
政
状

況

の

な

か
で

、

財
源

を
確

保
し

つ

つ

他

産
業

と
の

バ
ラ

ン

ス
を

考

え

な

が
ら

、

基
本
的

に
は
卜

四

年

度

の
収
ｆ
業

継
続

を
求

め
る

声

が

あ

り
ま

し

た
、

▲
三
十
八
名
の
参
加
に
よ
り
開
催

さ
れ
た
農
政
懇
談
会

認定農業者会懇談会

国 見町認定農業者会（ 松浦万助 会

長 ）主催による、懇談会が･ 月十四

凵、会貝 二十名の出席により観月台

文化セン ターで開 催されまし た。町

をはじめ県､ 農業委員会および ＪＡ

も出|酣し、農地の集積、制度資金利

子助成､ 扱農制度創設などの要望が

出され､ 活発な意見交換 が行われま

し た。



各分 野から。

提 言
新年度予算編成を前に、農業や商工業、

健康づくりなど懇談会が開催され、意見や

要望などが寄せられました。

農
業
委
員
会

国

見
町

農

業
委
ｎ

会

（
頁
藤

貞

会
畏

）

主
催

に

よ

る
町

と

の
懇

談
会

は

一

月

ニ
ト

ー
凵

に
行

わ
れ

、

現

下

の
農

業
情

勢

を
受
け

て
、

種

々
意
見

が
出

さ

れ

ま
し

た
。

防
霜

対
策

と

し

て
、

防
霜

フ
ァ

ン
の

設

置

事
業

や
認

定
農

業

者
育

成

の
た

め

の
有

利
な
嘔

業

の

展
開

、

さ
ら

に
農
地

流

動

化
事

業

の
推

進
等

に

つ
い

て
要

望

さ
れ

ま
し

た
。

農
業
改
良
推
進
員

一
月
八
日
に
国
見
町
農

業
改

良
推

進
貝

協

議
会

（
赤
坂
晃
会
長
）
主
催
に

よ
る
懇
駿
会
が
開
催
さ
れ
、

町
か
ら
農
業
の
現
状
や
施

策
の
脱
明
の
後
、
懇
談
に

入
り
ま
し
た
。
こ
の
中
で
、

継
統
的
な
助
成
の
要
望
や

農
地
の
災
積
の
問
題
に
つ

い
て
意
見
が
出
さ
れ
ま
し

た
。

女
性
農
業
者
懇
談
会

女
性
の
立
場
か
ら
農
業
に
つ

い
て
意
見
を
聴
く
女
性
ａ

業
者

懇
談
会
は
、
一
月

八
日
間
催
さ

れ
、
九
団
体
か
ら
二
十
二
名
の

出
席
が
あ
り
ま
し
た
。

少
子
高
齢
化
に
対
応
し
た
施

策
、
農
地
流
動
化
の
問
題
等
の

意
見
が
出
さ
れ
．
ｔ

四
年
度
の

補
助
事
業
の
継
続
を
求
め
る
声

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

▲
女
性
の
立
場
か
ら
の
意
見
が
寄
せ

ら
れ
た
女
性
農
業
者
懇
駿
会

商
工
業
懇
談
会

商
工
業
懇
談
会
に
は
、
町
商

工
会
、
Ｊ
Ａ
伊
達
み
ら

い
、
町

内
主
要
企
業
、
金
融
機
関
の
代

表
者
と
町
議
会
か
ら
総
務
常
任

委
員
五
名
の
委
員
が
出
席
し
一

月
十
四
日
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

懇
談
に
お
い
て
は
、
各
分
野

で
の
厳
し
い
状
況
が
説
明
さ
れ
、

町
商
ｒ

会
か
ら
は
大
型
店
の
町

内
出
店
に
つ
い
て
質
問
が
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
冨

永
町
長
か
ら
は
、
商
店
街
の
活

性
化

の
た

め
に

も
街

路
灯

整

備

に
つ

い
て

前
向

き

に
対
処

し

た

い
の

で
商

工
会

で

も
検
討

し

て

欲
し

い
と

の

回
答

が
あ
り

ま

し

た
。ま

た

、「
長
年

親
し

ま

れ
て

き

た
花

火
大

会

が
開

催
で

き
な

く

な
っ

た
。

町

お
こ
し

の

た
め

に

何
か

し

な
く

て
は
？

」

と
身
‥
つ

た
意

見

が
出

さ
れ

、
阿

津
賀

志

山

ビ

ツ
グ
ツ
リ

ー

に
つ

い
て

は

恒

例
行
事

と
し

て

根
付

い
て

き

た
こ

と

か
ら

継
続

す

る
よ

う
町

と
し

て

も
扱
助

し

て

い
く
考

え

が
示

さ

れ
ま
し

た

。

厳
し
い
状
況
の
な
か
、
ま
ち

づ
く
り
事
業
の
継
続
を
確
認

し
た
商
工
業
懇
談
会

健
康
づ
く
り

推
進
協
議
会

医
療
・
教
育
・
商
工
等
の
各

種
団
体
及
び
行
政
の
代
表
で
構

成
す
る
国
見
町
健
康
づ
く
り
推

進
協
議
会
が

’
月
二
十
四
日
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
町
民
の
皆

様
が
心
豊
か
で
健
康
な
生
活
が

送
れ
る
よ
う
、
来
年
度
に
向
け

て
町
の
健
康
づ
く
り
の
施
策
に

対
し
て
意
見
・
要
望
を
聴
き
ま

し
た
。

今
年
度
の
実
績
に
お
い
て
は
、

町
の
各
極
検
診
、
保
健
事
業
の

実
施
状
況
及
び
国
民
健
康
保
険

事
業
に
お
け
る
各
種
施
策
等
が

報
告
さ
れ
ま
し
た
。

意
見
交
換
に
お
い
て
は
、
国

民
健
康
保
険
事
業
に
お
け
る
人

間
ド
ッ
ク
の
内
容
充
実
、
各
種

検
診
の
受
診
の
大
切
さ
と
そ
の

後
の
予
防
対
策
、
ま
た
あ
ら
ゆ

る
疾
病
の
引
き
金
と
さ
れ
る
生

活
習
慣
病
の
予
防
の
取
り
組
み

な
ど
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
学
童
期
か
ら
の
生
活
習
慣

病
の
予
防
な
ど
、
啓
蒙
活
動
を

求
め
る
声
が
多
く
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。



泉
田
下
多
目
的
集
会
所
落
成

泉
剛
下
災
会
所
が
改
築
さ
れ
、

新
た
に
泉
田
下
多
日
的
集
会
所

と
し
て
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。

新
集
会
所
は
木
造
唹
屋
姓
て
建

築
面
積
一
〇
四
．ｍ
で
、
集
会
宇

や
湯
沸
室
、
障
害
者
用
ト

イ
レ

を
備
え
て

い
ま
す
。

集
落
活
助
の
活
性
化
を
目
指

し
た
、
中
山
間
地
域
等
農
業
・

農
山
村
総
合
支
援
傴
業
の
補
助

を

活
川

し

、
集

落
活

助

の
拠

点

と

し
て

利
川

さ

れ
ま

す

。

以
前

の

集
会

所

は
昭

和
コ
ート

ハ

年

に
建
て

ら

れ

た
も

の
で

、

老

朽
化

や

駐
叭

ス

ペ
ー

ス
が

無

か
っ
た

こ

と

か
ら

、
検
討

委

員

会

を
設

繊
し

、

改

築
へ

の
準

備

を
進
め

て

き
ま
し

た
。

二
月

九

日

に
は

落

成
式

が

行
わ

れ
完

成

を
祝

い
ま

し
た

。

元
気
に
満
一
〇
一
歳
・
佐
藤
寅
一
さ
ん

町
内

最
高

齢

の
佐

藤
賞

一

さ

ん
（
宮

町
南

）
は
明

治
三

十

五

年

に

乍
ま

れ
、

一
月

二
十

九
日

で

満
百

一

歳
を

迎

え
ま
し

た

。

艇

生
日

の
こ

の
日

、
冨

永
町

長

か

ら
町
条

例

に
基

づ

く
敬

老

祝

金

が
贈

ら
れ

、
ま

た

。
佐

藤

忠

美

議
長

か
ら

花
束

が
贈

呈

さ

れ
ま
し

た

。

佐

藤
さ

ん
は

、
町

長

・
議

長

の

訪
問

を

「

う
れ
し

い

、
う

れ

し

い
」
と

大
変
μ

び
、

お
礼

を

述

べ

る
と

、
Ｍ

永
町
艮

も

「
風

邪

な

ど
ひ

か
ず

に

、
お

元
気

で

」

と
激
励
し
ま
し
た
。
今
年
は
町

内
？

自
歳
に
な
る
方
が
三
名

い

る
こ
と
な
ど
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

佐
藤
さ
ん
は
、
耳
が
少
し
遠

い
と
は
い
え
、
酉
一
歳
に
は
思

え
な
い
ほ
ど
い
た
っ
て
元
気
で

す
。
現
在
で
も
三
卜
年
近
く
な

る
と
い
う
趣
味
の
俳
句
を
た
し

な

ん
で

お
り

、

昨
年

九

月
に
発

刊

し

た

句

災

「
流
れ

星
」

を

冨
永

町
長

に
贈

呈
し

ま
し

た
。

▲
新
聞
社
に
投
碕
し
採
用

と
な
っ
た
秀
作
な
ど
約
百

句
を
収
め
た
、
佐
藤
寅
一

さ
ん
の
句
集
「
流
れ
星
」

第
1
5回

統
一
地
方
選
挙

県
議
会

議
員
選
挙

は
四
月
十

三
日
（
日
）

町
議

会
議
員
選
挙

は
四
月
二

十
七
日
（
日

）

住
民
の
選
挙
意
識
の
高
揚
や
事
務
効
率
化
を
図
る
た

め
に
期
日
を
統

。
す
る
、
第
十
五
回
統
一
地
方
選
挙
が

行
わ
れ
ま
す
。

・
福
島
県

議
会

議
員

一
般
選
挙

四

月

四

日
（

金

）
告

示

四

月

十

三
日
（
日

）
投

票

（
伊

達

郡

選

挙

区

定

数

三

人

）

・
国
見
町

議
会

議
員

一
般
選
挙

四

月

二

十

二
日
（

火

）
告

示

四

月

二

十

七

日
（

日

）
投

票

（
定

数

十

八
人

）

国
見
町
議
会
議
員
一
般
選
挙
立
候
補
予

定
者
説
明
会

町
選
挙
管
理
委
貝
会
で

は
、
町
議
会
議
員
一
般
選
挙
の
立

候
袖
予
定
者
、
ま
た
は
そ
の
代
理
人
を
対
象
に
、
次
の
日

程

で
立
候
補
の
届
出
、
選
挙
公
営
制
度
、
選
挙
運
助
の
概
要

な

ど
に
つ
い
て
の
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時
…
三
月
二
十
日
（
木
）
　
午
後
一
時
三
十
分
か
ら

▼
場
所
・：
観
月
台
文
化
セ
ン
タ
ー
　
大
研
修
室

★
問
い
合
わ
せ

国
見
町
選
挙
管
理
委
貝
会
嘔
務
局

－`（
５
８
５
）
2
1
1
2



西
気
賀
小
・
小
坂
小

冬
の
交
流
事
業

静
岡
の
友
が
や
っ
て
き
た

肺

岡

県
細
江

町

、
浜

名
湖

畔

に

あ
る
西

気

賀
小

学
校

の

瓦
年

生

二
十

名
が

、
二

月
卜
〕
日

か
ら

一

泊
一
一
目
の
日

程
で
小

坂

小
学

校

を
訪

れ
ま

し
た

。

去
年

の
夏

に

は
小

坂
小

瓦
年

生

が
西
気

質

小

を
訪

問
し

て

お
り

、
半

年
ぶ

り

の
再

会
で

す
。

両

校
児
嗔

は

ゲ

ー
ム

や
雪

遊

び
な

ど
を

通
じ

て

、
友

情

の
輪

と
思

い
出

を
深

め

ま
し

た

「
海
の

子
・
山

の
子

交
流

」
と

し
て
吁
い
の
自
然
や
文
化
に
親

し
も
う
と
し
て
今
か
ら
卜
凡
年

前
に
は
じ
ま
っ
た
両
校
の
交
流

も
、
児
収
が
行
き
来
す
る
よ
う

に
な
っ
て
七
年
囗
に
な
り
ま
す
。

小
坂
小
学
校
で
は
歓
迎
セ
レ

モ
ニ
ー
が
行
わ
れ
、
令
校
生
徒

で
静
岡
の
友
を
出
迎
え
ま
し
た
。

交
流
会
で
あ
る
「
五
つ
峰
集
会
」

で
は
自
己
紹
介
の
後
、
川
辺
探

検
を
盛
り
込
ん
だ
ゲ
ー
ム
「
と

こ

と

ん
小
坂
ア

ド

ベ
ン
チ

ャ

ー
」
な
ど
に
よ
り
親
睦
を
深
め

ま
し
た
。
夜
は
Ｌ

鴻
温
泉
に
て

両
校
の
５
年
生
が
と
も
に
宿
泊

し
ま
し
た
。

八
日
に
は
二
本
松
巾
塩
沢
ス

キ
ー
場
で
、
そ
り
す
ベ
リ
や
夕

イ
ヤ
す
べ
り
、
町
合
戦
な
ど
を

行
い
ま
し
た
。
町
匕
で
遊
ぶ
こ

と
が
少
な
い
叫
気
賀
小
の
’ｒ

ど

も
逹
に
と
っ
て
思
い
出
深
い
も

の
と
な
り
ま
し
た
。

両
校
で
は
一
年
生
の
時
か
ら

文
通
や
各
活
動
を
連
絡
し
合

い
、

親
交
を
温
め
て
い
ま
す
。
長
年

の
友
と
Ｉ
．日
と
い
う
限
ら
れ
た

時
闘
の
司
会
で
し
た
が
、
忘
れ

難
い
思
い
出
と
な
り
ま
し
た
。

別
れ
の
災
い
で
は
。
別
れ
を
惜

し
み
な
が
ら
も
、
一
川
の
親
交

を
誓
い
介

い
ま
し
た
。

タイヤすべり をする、
西気賀小と小坂小の児量たち

歓迎セレモニーで、西気賀小の友に歓迎の
ことばをかける、小坂小児童代表

善 意をありがとうございます

国見ライオンズクラブ

収
益
金
を
冨
永
町
長
に

手
渡
す
斎
藤
会
畏

国見ライオンズクラブ（斎藤徹

会長）では、昨年暮れの「ダルマ

市」で実施した、チャリティーバ

ザーの収益金約４万２千円を、福

祉事業に役立ててくださいと寄附

くださいました。奉仕精神のもと

地域社会に役立てる活動を展開し

ている同クラブでは収益金を毎年

届けてくださいます。

地
吹
雪
大
荒
れ
の
一
月
三
十
日

一

月
一
．
卜
九

日

か
ら
降

り

続

い
た

雪
に

加
え

、
強

い
西

よ

り

の

風

（
半
田

お
ろ
し

）

の
た
め

地

吹
雪
が
発
生
匸

。一
十
日
朝
か

ら
交
通
網
が
寸
断
さ
れ
ま
し
た
。

吹
き
飛
ば
さ
れ
た
雪
に
よ
り
、

視
界
不
良
と
吹
き
溜
ま
り
が
で

き
、
通
行
困
難
な
簡
所
が
多
数

発
生
し
ま
し
た
。
国
逆
四
号
が

大
渋
滞
と
な
り
。
そ
れ
に
続
く

県
道
、
町
道
で
も
収
が
立
往
生

し
、
除
雪
作
業
も
難
航
し
ま
し

た
。
Ｊ
Ｒ
や
高
速
道
路
も
ス
ッ

ト
プ
し
、
大
混
乱
の
一
日
と
な

り
ま
し
た
。

こ
の
天
候
か
ら
児
嗷
の
安
全

確
保
の
た
め
、
小
坂
小
、
森
江

野
小
学
校
で
は
臨
時
休
校
と
し
、

他
の
小
・
中
学
校
に
お
い
て
も
、

始
業
時
間
の
繰
リ
ド
げ
な
ど
の

措
置
が
と
ら
れ
ま
し
た
。

吹

き
溜

ま
っ

た
雪
に

埋
も
れ

る

乗

用
車
（
森
江
野

町
民

セ
ン

タ
ー
前

）



公立藤田総合病院
からのお知らせ

現在、病院改築工事のため、皆 様方には大変

ご 迷惑ご 不便をお かけしておりますが､ 第１期

工事の 病棟 は平成15年 ４月１日 オープン とな

り ます。引 き続き､ 第２期工事として古い病棟

を 解体し､ 新しく 外来診 療棟を整備することに

なっております。

新病棟 への引越し に伴う 外来 休診と 病院診

療変更について お知ら せい たします。皆 様のご

理解と協力 をお願いし ます。完成間近な新病棟

外
来
休
診
の
お
知
ら
せ

新
病

棟
へ

の

引
越

し
の

た
め

次

の

．一
．
日
閥

は
、

外

来

診
療

が
休

診
と

な
り

ま
す

の

で
ご

協

力
と

ご

理

解

を
お
願

い
し
ま

す
．

３

月

郛一
日
（
水

）

３

月
2
7
日
（
木

）

３

月
2
9
日
（
上

）
※
2
6川
2
7
1
.
1
は
而
会
を
ご
遠
慮
ド
さ
る

よ
う
お
噸
い
い
た
し
ま
す
。

・ 工事期間・

・第１期工事

H 13. 9～H 15. 3

新病棟の改築工事

・第２期工事

H 15. 4～H16. 4

新外来棟改築工事

東病棟改修工事

(中央病棟解体工事)

・第３期工事

H 16. 5～H 16. 8

外構工事

(外来棟解体工事)

四
月
一
日
よ
り
次
の
よ
う
に
変
わ
り
ま
す

①
毎
週
土
曜
日
は
休
診
と
な
り
ま
す

現
在
第
二
、
第
四
以
外
の
Ｌ
曜
日
に
つ
い
て
は

診
療
し
て
お
り
ま
し
た
が
。
四
月
一
日
か
ら
は
毎

週
上
曜
口
は
休
診
と
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、
急
患
の
燭
合
は
休
診
目
で
も
対
応
い

た
し
ま
す
の
で
ご
来
院
く
だ
さ
い
。

②
外
来
患
者
の
薬
は
す
べ
て
院
外
鯛
剤
薬
局
で

外
来
忠
者
の
薬
は
こ
れ
ま
で
一
郎
に
つ
い
て
院

内
で
調
剤
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
四
月
一
日
か
ら

は
院
外
の
調
剤
薬
局
か
ら
求
め
て

い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。

中学生が幼稚園を訪問
県
北
中
学
校
の
二
学
年
生
一
一
〇
名
は
、
ク
ラ
ス

単
位
で
藤
田
幼
稚
園
を
訪
問
、
園
児
と
の
ふ
れ
あ
い

を
通
じ
、
幼
児
教
育
を
垣
間
見
ま
し

た
。
生
徒
た
ち

は
、
廃
品
を
利
川
し
て
作
っ
た
パ
ズ
ル
、
ブ
ロ
ッ
ク
、

ま
ま
ご
と
セ
ッ
ト
な
ど
持
ち
よ
り
、
園
児
た
ち
の
輪

に
加
わ
り
ま
し
た
。
技
術
・
家
庭
科
の
授
業
の
一
環

で
実
施
さ
れ
た
も
の
で
、
核
家
族
化
や
兄
弟
が
少
な

い
生
徒
た
ち
に
、
幼
児
に
対
す
る
関
心
を
高
め
る
の

が
ね
ら

い
。
生
徒
た
ち
か
ら
は
、
幼
児
の
観
察
結
果

と
と
も
に
、
遊
び
パ
ワ
ー
の
凄
さ
に
驚
い
た
と
の
、

感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

園児のパワ ーに驚きながら．

いしょに遊ぶ中学生

二 学年選 択国 語の授業では 、

数人 ずつが共同 で､ 物語を創作

して は､ 絵を描いて 紙芝居 や絵

本の 創り ました｡ 出 来た作品は

森江 野幼 稚園 の 園児 の前 で 発

表です。園 児の 厳しい 評価 は、

手 づく り メダ ルと おも し ろい

との 拍手、 合格の よう です。

創作絵本を発表する中学生と
食い入るように見ている園児
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いのちを救う
愛の献血にご協力を!!

３月17日(月)は

国見町の献血の日です
【場　　 所 】 【受 付 時 間 】

国 見 製 菓( 株) 前 ……………………………… 午 前 ９時　　 ～ 午前11 時30 分

伊達 み らい 農 協 森江 野 支店 前 ……… 午 後 １時　　 ～ 午後 ２時

公立 藤田 総合 病 院前 ……………………… 午 後 ２時15 分～ 午後 ５時

(実 施 場 所 ：一 般外 来 駐車 場)

※成分献血は､検査を含め約1 畤問 かかり ます｡ご 協力くださる方は､あらかじめご連絡く ださい 、

育　児　教　室

該　　 当　　 児 � 実 施　日 � 受 付 時 間 � 会　　 場

平成14年９月～10月生まれの乳児 � ４月３日(木) �午後１眄30分～午後1  時 45分 �
観月台文化センター

第１和室

【内容】身長・体重測定、赤ちゃんふれあい体操、離乳食試食など

（持参するもの）母子健康手帳を忘れずに！

乳　児　健　診

骸　　 当　　 児 � 実 施 日 � 受 付 時 間 � 会　　 場

・３か月児（平成14年12月生まれ）

・９か月児（平成14年６月生まれ） �
４月24日( 木) � 午後1  時 ･分～午後２時 �

観月台文化センター

第１和室

l健診内容】医師の指導、身長・体重測定．調乳、離乳、予防接種などについて

（持参するもの）母子健康手帳を忘れずに！

健 康 相 談 会

対　　 象　　 者 � 実 施　日 � 実 施 時 間 � 会　　 場

町　内　在 住 の 方 � ３月７日( 金) �午前９眄30分～午前10時30分 �
観月台文化センター

第２和室

【実施内容】各種健康相談．血斤測定等
〈持参するもの〉健康手帳、総合検診結果通知書

健康管理世帯調査台帳の記入について

町では、町民の皆様が、心豊かで健康な生活を過ご せるよ

う健康づくり串業の一環として、毎年基本健康診査をはじめ、

各種がん検診等を実施しております。
平成15年度に向けまして、町で実施する各種検診の希望受

診の有無を把握したいと存じま すので、全世帯の方に 健康管
理世帯調査台帳への記入をお 願いいたします。

なお 、記入の 脱明及び記入用紙につ

きましては、地区の健康推進員を通じ
て配布いたします。回収につきまして

は、健康推進貝の指定した回収期日ま

でに、希旦受診の有無を記入のうえ提

出いただきますようお願いいたします。

健
康
講
演
会
の
お
知
ら
せ

町
で
は
、
病
院
の
先
生
を
お
迎
え
し
て

健
康
講
演
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

皆
様
お
誘

い
合
わ
せ
の
上
、
多
数
ご
来

場
く
だ
さ
い
。

ｌ
、
日

助
…
３
月
６
日
（
木
）午
後
２
吋
よ
り

２
、
場

所
・：
観
月
台
文
化
セ
ン
タ
ー
大
研
修
室

３
．
演

題
…
「
心
疾
忠
の
予
防
と
心
電
図

検
査
か
ら
わ
か
る
こ
と
」

４
、
講

師
…
公
立
藤
田
総
合
病
院

井
上
敏
行

内
科
医
師



インフォメーション

催
　

し

学
生
と
企
業
の
架
け
濔

ジ
ョ
ブ
フ
ェ
ア
2
0
0
3

現
在

、
大
学
や
短

大
等

に
在
籍
し

て
い
る
学
生

の

皆
さ

ん
に
、
今
の
産

業
・

企
業

・
職
業
や
就
職

状
況

な
ど
の

情
報
を
県
内
企

業

が
発
信

す
る
場
と
し
て

。

『
ふ

く
し

ま
ジ
ョ
ブ

フ
ェ

ア
2
0
0
3

』
を
開
催

し

ま
す
。

将
来
の
就
職

に
向

け
て

、
県
内
企
業
の
今

を

感
じ
て

く
だ
さ

い
。

▼
対
象

者
・：
県
内
就

職
を

希
望

す
る
来
年
（
十

六
年

三
月

）
以

降
に
卒
業

見
込

の
大
学

・
短
大
・
専

門
等

在
学

の
方

▼
日

時
・
・
こ
一
月

二
十
七

日
（
木

）
午

後
一

時

～
五
時
ま
で

▼
会
場
・：

ピ
ッ

ク
パ

レ
ッ
ト

ふ
く
し

ま

（
郡

山
市
安
積
町

）
▼

内
容
・：
約
百
十
社

の
各
人

事
担

当
者
か
ら
話

を
聞
く

ガ
イ

ダ
ン
ス
、
甜
演
会

や

就
職

愉
報
提
供
の

た
め
の

登
録

な
ど

★
問

い
合
わ
せ

福
島

労
働
局
職
業

安
定
課

｀
］（
５
２
８

）
0
2
5
4

お
知
ら
せ

消
費
生
活
相
談
　
　
・
゜

パ
ソ
コ
ン
設
置
に
つ
い
て

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活

用
し
て
消
費
生
活
に
関
す

る
情
報
を
引
き
出

す
た
め
、

パ
ソ

コ
ン
を

設
置
し

て
お

り
ま
す
。

ま
た
、
パ
ソ
コ

ン
操
作

が
は
じ
め
て
の

方
に
も
操

作
方
法
を
ご
指

導
い
た
し

ま
す
。

ど
な
た
で

も
お
気
軽
に

ご
利
用
く
だ

さ
い
。

一

設
置
場
所
　

国
見
町
役

場
　

企
画
商
工

課

一
利

用
時
間
　

午
前
８
時

洳
分
～
午
後
５

時

福
島
地
方
　
　

労
働
委
員
会

か
ら

県
地
方
労

働
委
員
会
で

は
、
労
働
者
や

労
働
組
合

と
使
用
者
の
間

の
輿
金
未

払
い
。
退
職

強
要
、
解
雇

、

懲
戒
処
分
と

い
っ
た
労
働

条
件
を
め

ぐ
る
ト
ラ
ブ
ル

に
つ
い
て
、

労
使
双
方
か

ら
相
談

を
受
け

付
け
て

い

ま
す
。
費
用

は
無
料
で
す
。

来
所
に
よ

る
相
談
の
ほ
か

、

電
話
、
電

子
メ
ー
ル
で

も

相
談
に
応
じ

ま
す
の
で
、

お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ

さ

一

相
談
日
時
・：
毎
週
月
曜

日
～
金
曜
日
　

午
前

八
時

三
十
分

～
午

後
五
時
ま
で

★
問
い
合

わ
せ

、
連
絡
先

福

島

県

地

方

労

働

委

員

会

〒

９

６

０

－
8
6
7
0

福

島

県

庁

西

庁

舎

８

階

昔

（
5
2
1

）
７

５

９

４

Ｅ
ｍ
ａ

ｉ
ｌ
：

ｌ
ｏ
ｃ
ａ

ｌ
－

Ｉ
ａ

ｂ

＠
ｐ

ｒ
ｅ

ｆ

。

ｕ
ｓ

　
ｉ
ｍ
ａ

　
・

　
Ｊ
Ｐ

野火に注意を

空気が乾燥し、火災が起こり やすく

なっています。

気温が上がるにつれ、ハイキングや

農作業など戸外へ出かける機会も多く

なり、それとともに、例年、野火や山

火事などが多発しています。

特に戸外においてはちょっとした不

注意が、大惨事をまねく恐れがあり、

タバコや焚き火などの火の始末は確実

に行ってください。

次の点に十分注意し、火災は絶対に

起こさないよう努めましょう｡

(1)枯れ草等のある火災が起こりやす

いところでは､ 焚き火をしないこと。(2)

焚き火の場所を離れるときは､ 完全

に消火すること。

(3)大規模( 広い面積) の火入れは消防

韆へ届け出ること。

(4)強風跼及び乾燥眄には、焚き火･ 火

入れを絶対行わないこと。

(5)タバコの吸殻は必ず消すとともに、

投げ捨てないこと。

(6)火遊びをしないこと。

ト
ラ
ブ
ル
未
然
防
止
に

引

越

相
談
所

開
設

引
越

シ
ー
ズ
ン
の

ピ
ー

ク
と

な
る
三
・
四
月
の

二

ヶ
月
間

福
島
県
ト
ラ
ッ

ク

協
会
で

は
『
引

越
相
談
所

』

を
闘

設
し

、
電
話
等
で
の

引
越
し

相
談
に
応
じ
て

い

ま
す
。

無
料

で
見
秘
り

い
た
し

ま
す
の

で
、
ご
相
談

く
だ

さ

い
。

引
越
相

談
所
の
連
絡

先

7
5
5
8

）
７
７
５

５

。

（
５
４
６

Ｔ

９
９

４
（
福

鳥

県
ト
ラ

ッ
ク
協
会

）

近
年

ト
ラ
ブ
ル
事

例
が

発
生
し

て
い
る
こ
と

か
ら

国
土

交
通
省
で
は
引

越
迦

送
約
款

を
改
正
し
指

導
強

化
を

努
め
て
お
り
ま

す
。

ト
ラ

ブ
ル

防
止
の

た
め

。

運
賃
や

内
容
な
ど
よ

く
打

合
せ

ま
し
よ
う
。

当 座預 金､普 通預 金､別段預金 は、

平成17年3 月まで引き続き全額保護さ れます，

・ 定期預金等については、これまで同様、元本1. 万

円までとその 利息等が保護されます。それを超える

部分は、破たん金融機関の財政の 状況に応じて支払

われます。（一部カットされることがあります｡）

・ 平成17年４月以降は、当座預金等の利息のつかない

預金が全額保護さ れることになります。

・ 預金保険制度、農漁協系統預金保険制度ともに同様

の取扱いがなされます。

☆詳しくは、金融機関の窓口または預金保険機橘、農

水産業協同組合預金保険機構、財務局にお問い合わ

せください。

金融庁　 預金保険機構



お
忘
れ
な
く

税
務
申
告
相
談
3月1
7日ま
で

国
見

町
で
は
。
二
月
十

四
日

か
ら
三
月
十
七

日
ま

で
の
日

程
で
、
町
県
民
税
・

所
得

税
の
申
告
相

談
を
行

い
ま
す
。

こ
の
申
告
は
、

昨
年
一

月

か
ら
十
二
月

ま
で

の
所

得
を
申
告
し
て

い
た
だ
く

も
の
で
、
平
成
十

五
年
度

の
町
県
民
税
や

国
民
健
康

保
険
税
な
ど

の
課
税
の
基

礎
と
な
り

ま
す
。

正
当
な
理
由
な
く
申
告

し
な
か
っ
た
場
合
、
条
例

等
に
よ
り
過
料
が
科
せ
ら

れ
ま
す
の
で
、
忘
れ
ず
に

申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

日
程
に
つ
い
て
は
左
の

通
り
で
す
。
詳
し
い
内
容

に
つ
い
て
は
「
申
告
相
談

の
お
知
ら
せ
」
ま
た
は
広

報
く
に
み
一
月
号
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

★
お
問
い
合
わ
せ

税
務
課
課
税
係

晋（
５
８
５

）
2
7
7
8

自

動

車

の

登

録

゜

（
移

転
・
変
更
・
ま
っ
消
）
．

は

お

済

で

す

か

自
助
車
税

及
び
軽
自
助

車
税
は
、
毎
年

四
月
一
日

現
在
で
（
軽

）
自
助
車
の

所
有
者
又
は

使
用

者
に

課

税
さ
れ
ま

す
。

例
年

、「
持
っ
て
い
な

い

車

の

納

税

通

知

書

が

き

た
」
、
「
納

税
辿
知
書
が
こ

な

い
」
等

の
多
く
の
ト
ラ

ブ
ル
が
発

生
し
て

い
ま

す
。

納

税
通
知
書
が
間

違
い

な

く
届

く
よ
う
に
、

自
助

申告相談日程

受付月日 �
町　 内　 会　 名

�(午黼９畤からll畤X)分まで)�(午笹１畤から午後４時まで)

２月14日(全)�小坂 �太Ⅲ川
日 (月)�前 旧 ､ 泉Ⅲ1こ �泉囲中．泉山下

日 (火)�鳥取 �板橋
19日(水)�内谷内 �内谷朿
21)日(木)�只川北 �貝川南

21日(食)�大木戸 �高城
24日(月)�山根 �光明￥
25日〈火〉�鷯町、上野．流山 �源宗山西・東・北、人坂

26日(水)�
山崎北．小林、

山崎舘．山崎小舘 �

山崎宮舘．山崎宮前、
山崎耕谷.|lj崎沢川

27日(木)�石母剛柬 �石母田表、石母川北
28日(全)�石母川以 �石吟川西

３月３日(月)�駅曲、錦町、本町 �大町南、大町北

４日(火〉�宮町南．宮町北 �
宮朿、町朿
藤田光.  田宮前

５日(水)�甑町 �巾郎

６日(木)�廿柳 �築館
７日(金)� 北 郎． 川 内

10日(月)�森iljl第１ �森汀 上 第第2
11日(火)�森江野第３ �森江野第4
12 日 (水)�徳江北 �森江野第7

1 3 日 (木)�森江野節８ �森iljf第9
14日(全)�森iljf第10・11 �森11Jf第12
17日(月)� 柵　　　定　　　な　　　し

※会鳩は役場第１会議窒（２階）です．
崋税務署で申告される方や税務署から案内を受けている方は、国見町で

申告柤談する必要はありません．
※漉箆を避けるため、推定期日に申告柤鮫されるようご協力をお●いし

ます．

車
を
譲
渡
し
た
り
、
下
取

り
に
出
し
た
り
、
廃
車
し

た
り
。
譲
り
受
け
た
り
す

る
と
き
や
、
住
所
が
変
わ

っ
た
と
き
は
、
お
早
め
に

登
録
の
手
続
き
を
済
ま
せ

ま
し
よ
う
。

★
お
問
い
合
わ
せ

自
助
車
税
に
つ
い
て
は
県

北
地
方
振
興
局
県
税
部

ｇ
（
５
２
１
）
7
6
3
2

軽
自
助
車
税
に
つ
い
て
は

役
場
税
務
課
課
税
係

一`（
５
８
５
）
2
7
7
8

結婚祝金及び媒酌人

報奨金の贈呈について
町では定住化総合対策事業として、昨年３月以降にご

結婚され国見町にひきつづき住居されている方、及びそ

の媒酌人の方へ、祝舎及び報奨金を贈呈しています。

○結婚祝金　１組３万円

※該当者 昨年３月以降結婚された町民で、引き続き

町にお住まいの方

○媒酌人報奨金　１組に付き１万円

農業後継者に該当する瑚合は２万円

※「結婚祝金」贈呈に骸当する結婚の媒酌をした方

該当する方は。役場企画商工課（？?585－2927）まで

お知らせください。申請書をお送りいたします。

なお、贈呈式及び懇談会を３月下旬に予定しています、

（
１
月

末
日
ま
で
に

、
当

町
窓

口
で
受
付
し

た
方
で
、

住

所
を
有
す
る
方

を
掲
戟

し

ま
し

た
。
）

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

高
橋
シ
ゲ

子
丿
7
5（
山
崎
北
）

大
沼
　

タ
メ
ー
9
2（
貝

田
）

紺
野
　

明

子
丿
7
3（
本

町
）

村
上
　
　

功
j
7
8（
山
根
）

大
波
ミ
ツ

イ
ー
7
8（
第
９

）

秦
　
　

福

壽
j
7
6（
錦
町

）

村
上
　

嘉
一
j
8
9（
山
崎
北
）

山
田
　

佐
助
丿
7
7（
ｍ
｀
以

）

太
田
　

繁
晴
j
5
5（
禦
霈

）

誕

生

お

め

で

と

う

お
子
さ
ん
　
　
　
　

保
　

毒
　

者

５
μ

ｋｙ

村
上

型
桜
翔
ｙ
　

忍
丿
　
　

幸
子
ｊ
　
（
第
８

）

渋

谷
　

黔
卅
ｙ
　

憲
道

丿
　

紀
子
ｊ
　
（
光

明
寺

）

鈴
木

ほ
の
か
ｙ
　

純

治
丿
　

理
江
ｊ
　
（
中

部
）

渋

谷
　

忝
が
ｙ
　

忠
史

丿
　

聖
子
ｊ
　
（
上

野
）

大
久
を
鈩
勵

’`

　
光
男
丿
　

寿
が
子
Ｊ
（
滝

山
）

岩

渕
　
　

元
ｙ
　

力
丿
　
　

亜
希
子
ｊ
（

中
部
）

掲載を希望されない方は 、届け出の際にお申し 出下さい。

３月の心配ごと相酸

5 Ⅲ 椥 菅野胯‐琿゜4
佐破 広美゛4

14口吻 古川 聨觴゛4
佐久闘フミ″4

2S口吻 八巻 出一゛4
松滷ひろμ4

●場所 役場(  2 ) 相 室
●畤間 乍嚇9  料 ｰ 正

人口と 世帯

平成IS 年１月１日現在

人口11.026 人(  十 1 )

男5.289 人( 十 3 )

女5.737 人（－２）

出生 ３人 死亡14 人

転入２２人 転出10 人

世帯3.209 世帯（＋8 〉



生涯学習

つうしん

国 見町教育委 員会生涯学 習諌

( 観月台文化 センタ ー)
住 ( 585 ) 2670 FAX  ( 5 ) 27071

行事のお知らせ

（ ２月 ）

17（月） 子ども移動図書館（大木戸小）

18（火） 子ども移動図書館（藤田小2 ）

19（水） 孫育て学級

（大木戸 ふれあい センタ ー）

21（金） 成人学級 （閉講式）

22（土） 少年仲間づくり教室

（閉講式）

24（月） 阿津賀志学級（閉講式準備）

25（火） 阿津賀志学級（閉講式）

子ども移動図書館

（藤田小3 ）

28（金） 孫育て学級

(3 月)
３(月) 休館日

４(火) 子ども移動図書館( 小坂小)

５(水) 子ども移動図書館( 大枝小)

６(木) 子ども移動図書館(森江野小)

10(月) 子ども移動図書館(藤田小1)

11(火) 子ども移動図書館(大木戸小)

12(水) 子ども移動図書館(藤田小3)

14(金) 子ども移動図書館(藤田小2)

19(水) くにみ女性教室(運営委員会)

楽
し
い
思
い
出
を
残
し
て

子
育
て
教
室
　

閉
講
式

子

育
て

教

宝
で

は
、「
幼
児

期

に

お
け

る
家
庭

教

青
の

大
切

さ

を
自

党
し

な

が
ら

、
自

信

を
持

つ
て
し
か
も
楽
し
く
子
育
て
を

し
よ
う
」
と
い
う
ね
ら
い
の
も

と
に
、
し
つ
け
や
健
康
、
情
操

教
育
等
に
関
す
る
内
容
に
つ
い

て
学
習
し
ま
し
た
。
学
習
と
い

っ
て
も
講
義
形
式
で
は
な
く
、

フ
ァ
ミ
リ
ー
活
動
や
話
し
合
い
、

実
技
等
の
楽
し
い
活
動
を
通
し

て
学
べ
る
よ
う
方
法
を
工
夫
し

な
が
ら
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
保
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

さ
ん
は
、
単
な
る
保
育
の
手
助

け
だ
け
で
は
な
く
、
子
育
て
の

先
輩
と
し
て
端
午
の
節
句
の
会

や
親
子
活
動
の
折
に
は
、
講
師

的
な
役
割
も
果
た
し
な
が
ら
協

力
し
て
き
ま
し
た
が
、
こ
の
ほ

ど
令
駒
座
を
終
え
、
一
月
十
四

日
に
閣
講
式
を
行
な
い
ま
し
た
。

式
で
は
波
辺
芥
美
副
委
員
災

の
『
皆
様
に
支
え
ら
れ
て
楽
し

く
活
動
し
な
が
ら
親
子
共
々
成

長
で
き

た
こ
と

に
感
謝
し

た

い
』
と
の
あ
い
さ
つ
に
続
き
、

保
青
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
渡
部
良

ｒ

さ
ん
か
ら
は
「
小
さ
な
お
子

さ
ん
の
大
き
な
成
災
の
姿
を
見

る
こ
と
が
で
き
た
し
。
若
い
お

母
さ
ん
と
交
流
で
き
て
、
自
分

自
身
に
と
っ
て
有
意
義
な
ひ
と

時
で
あ
っ
た
」
と
の
感
想
が
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。

式
終
了
後
に
は
、
茶
話
会
を

開
き
、
み
ん
な
で
歓
談
し
な
が

ら
一
年
を
振
り
返
り
ま
し
た
。

第11回国見町長杯

新　春

囲碁･将棋大会

二
月
二
日
、
観
月
台
文
化
セ
ン

タ
ー
に
お
い

て
町
内
の
囲
碁
・
将
棋
を
愛
好
す

る
人
た
ち
を

対
象
に
毎
年
恒
例
の
囲
非
、
将
棋
大
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

参
加
者
ミ
ト
名
の
な
か
将
棋
の
部
に
は
。
小

学
生
の
参
加
も
あ
り
ま
し
た
。

盤
上
で
の
対
局
は
、
腕
前
と
技

を
披
露
し
合

い
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

・結　果・

囲荅の郎 ���将棋の郎

Ｂクラス �Ａクラス ��Ｂクラス �Ａクラス

羽睚日事司 �甲　 仁 �優捌 �勵1涯口凹�棡沢征司

引地由則 �高野餓道 �1薈辧�中野忠皿 �小林健二

斎藤 弘 �城田斯長 �１位�田中正瞳 �大野・好

百島勇夫 �付上留一 �２愃�高橋利光 �近藤文彦

S石川又男 �奥山健一 �３位�砧口久彌 �高沢善六



観月台
文化情報

谷津三雄
健康講演会

｢ 死ぬまで元気に生き　

元気に死のう｣

と　 き

平 成15 年３月１６日( 日)

午後1 時３０分～

入場無 料

聞い合わせ●●・ 生還字警蹕 文化振興0  (  585 ) 2678

町民教室 参加者募集

小・中学生のための春休み｢ギター教室｣

１。内　容　　クラシックギターの基 礎を習得する

２．期　日　　 ３月24日(月)

３月26日(水)

３月28日(金)

３．眄　間　　午前9  時 分～午前11  時 分

(２時間)

４．場　所　　観月台文化センター　大研修室

５．定　員　　20 名

６．講　師　　福島 市　秋山智樹先生

７．対　象　　国見町在住の小、中学生

８．参加費　　無料

９．申し込み及び　３月７日(金)まで生涯学習課

生涯学習係へ

☆問い合わせ　電話での申し 込み可｡(7?ｰ  2676 )

～新しい本が届きました～

(一般儷)
個人と年金のすべてがわかる本………………雨宮雅夫

環境ホルモン入門………………………………立花 隆
百年の商魂…………………………………ややまひろし
おしゃれな給てがみ……………………………土谷淑子

西村玲子の五十才からのおしゃれ生活………西村玲子
退瞰をして出発…………………………………宮本厚士

あかんべえ……………………………………宮部みゆき
御隠居忍法唐船露………………………………高橋義夫
乞食の子…………………………………………頼甕 進

ニングルの森……………………………………倉本 聡

(児童書)

地球生活記……… ………………………………jj1111義夫

生命がうまれる海辺ウミガメの浜を守る……清水達也

宇国を みたよ ………… …………………………宙野累子

おと うさ ん縄文遺跡へ行こう…………………結 城昌子

カモノハシく んはどこ ？… ………ジェラール ・ステア

プラザー・イーグル ・シ スタ ー・スカイ

………スー ザン ・ジェフ ァーズ

機関車電車の歴史………………………………山本忠教

オオカミく んのホットケ ーキ ………… Ｊ ，フ ァアイン

だｎ かそい つをつ かまえろ ………ピーター ・アーマー

かぷり　 もぐもぐ ……………………ミ ック・マニング

《図書室・児童室の利用》
午前９畤～午後５眄（休館日 を除く ）

・図循利用者カードの 発行は、町内 在住 、

在動の方です。

・本の貸出は、５冊まで。貸出期問は､ ２

週間です。

・利用前に事務室で受付し てく ださい 。

・飲食はしないでく ださい 。

ス
ポ
ー
ツ

１月から２月にかけて。ニュースポ

ーツの楽しさを体験してもらおうと、

ソフトバレーボールとミニサッカーの

教室を開催しました。

受講生は、それぞれのスポーツの基

礎や応用を学びながら競技の楽しさを

体験しました。

ソフト バレーボールの受調生の問で

は、２月に行われる郡大会のことが話

題に上るなど、とても意欲的でした。

一方、ミニサッカー教室に集まった

小学生たちは、学校の授業とはちょっ

と遭った競技に熱中。教室終了後は、

翻師の先生から一人ひとりに修了証書

が手渡され、二コニコ顔でした。 スポーツ教室を開催
－ ソフト バレ ー･ ミニ サッカ ー －



国
見
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

安
心
に

お
求
め
安
さ
を

恵
ま
れ
た
立
地
条
件
を
活
か
し

、
ゆ
と

り
安
ら
ぎ
、

そ
し
て

快
適
性
を
集
大
成
し
た
街

、
国

見
ニ
ュ

ー
タ

ウ

ン
。
販
売
以
来
約
１
０
０
区
画

を
分

譲
し
て

お
り
、

安
心
・
快
適
さ
か
ら
好
評
い
た

だ
い
て

お
り
、
今
秋

か
ら
代
金
支
払
条
件
が
緩
和

さ
れ
さ
ら

に
お
求
め
や

す
く
な
り
ま
し
た
。

契
約

時
に
購

入
代

金
の
1
0
％

を

支
払
い

た

だ

き
、

残
り
は
３

年
以
内
の
分
割

に
よ

り
支
払
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
借
り
入

れ
に
よ
る

一
括
支
払
の

場
合
は
３

年

間
の
利

子

補
給
制
度

を
お
こ

な
い
ま

す
。
（
１
千

万

円
を
限
度
に
２
％
に
つ
い
て
３

年
間
利
子
補
給
を
お

こ
な
い
ま
す
。
）

こ
の
機
会
に

、
心
地
よ

さ
、
快
適
さ
の
街
、
国
見

ニ
ュ

ー
タ
ウ
ン
を
是
非

ご
検
討
く
だ
さ
い
。

支払条件大幅緩和
契約時に１割、残りは３年以内の

分割納入が可能に!

借り入れによる一括支払の場合は

３年間の利子補給制度新設

(1 千万円を限度に、２％について

３年間利子補給)

おすすめポイント

ポイント1
国見町がしっかり支援

ニュータウン分譲斡旋奨励金

支援事業として分譲斡旋を頂

いた場合、１区画あたり30 万

円が支給されます。

ポイント２
建てると有利

ＵＩターン者建築推奨事業と

して土地家屋に関わる固定資

産税１ヵ年分が交付されます。

残り63区画分譲中

現
在
6
3区
画
を
分

譲
し
て

お
り
、
先
着
順

に
要
望
区
画

が
選

択
で

き
ま
す
。
建
築
期
間

の
制
限
は
無
く

、
将
来
予

定
さ
れ
る
子
供
さ

ん
等
の
た
め
に

も
購
入

い
た
だ
け
ま
す
。
こ

の
機
会
に
是
非
現
地
を

ご
覧
く

だ
さ
い

。

詳
細
は
お
問
い
合
せ

く
だ
さ
い
。
現
地
案

内

も
随

時
行
っ
て

お
り
ま
す
の
で

、
お
気
軽

に
連
絡
く
だ
さ
い

。

超
人
パ
ワ
ー
が
あ
っ
た
ら

森
江
野
小
学
校

五
年
生

・
予
知
能
力
で
い
つ
何
か
お
こ
る
か
わ
か
る
人

に
な
り
た
い
。
　
　
　
　
　

佐
藤

浩
紀

・

超
人
パ
ワ
ー
が
あ
っ
た
ら
、
地
球
温
だ
ん
化

を
な
く
す
薬
を
か
ん
単
に
作
る
。小

池
由
佳
梨

一

放
射
能
を
浴
び
た
人
を
、
助
け
ら
れ
る
薬
を

つ
く
り
た
い
。（
戦
争
を
さ
け
る
）武

田

理
美

一
円
に
限
り
な
く
近
い
正
多
角
形
を
計
算
な
し

で
知
る
こ
と
の
で
き
る
よ
う
に
な
り
た
い
。

寺
鳥

侑
希

一

勦
物
の
言
葉
が
分
か
っ
て
、
き
ず
つ
い
た
勳

物
達
や
全
め
つ
し
か
け
て
い
る
動
物
を
助
け

た
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
藤

由
美

一
大
火
事
や
大
洪
水
、
大
地
し
ん
の
時
、
火
を

け
し
た
り
、
く
ず
れ
た
た
て
も
の
を
な
お
し

た
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　

村
上
智
思
美

一
病
気
の
根
元

を
研
究
し
て
、
病
気
に
な
り
そ

う
な
人
が
い
た
ら
薬
を
便
わ
す
に
救
っ
て
あ

げ
た
い
。
　
　
　
　
　
　
　

蓬
田

晃
子

編
集

発
行

国
　
見
　

町
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